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B04a 可視 1露出型偏光撮像器HOWPolとGRB初期残光の偏光観測
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ガンマ線バーストなどの時間変化が激しく且つ位置誤差の大きい天体を観測するため、我々は広島大学 1.5mか
なた望遠鏡への常設型装置として、可視広視野 1露出型偏光撮像器HOWPolを開発してきた。HOWPolは縮小
光学系中の色収差を抑えた瞳像位置に、ウェッジ付きダブル・ウォラストン・プリズムを入れることで、1回の露
出で 4方位の直線偏光像が得られ、激しい時間変化を示す天体に対しても同時性を保ったストークス・パラメー
タ（Q/I, U/I）を得ることができる。グリズム用いた分光観測も可能である。検出器は波長 1µm付近の量子効
率が大幅に改善された完全空乏型 2k× 4k CCD 2ヶ（浜ホト製）で、Messia5/Mfront2を介して駆動される。ナ
スミス焦点特有の器械偏光の特性は、無偏光標準星の観測により 1露出型モード時で σp ∼ 0.4% 、 回転半波長
板を用いた 4露出型モード時で σp ∼ 0.3% 以内に安定していることが判っている。
HOWPolは 2008年夏にファーストライトを迎え、2009年夏からGRBの自動観測を開始した。これまで 33個

のGRBに対して自動観測を行い、GCNアラート受信から 89± 28秒（2011年 4月以降は 65± 22秒）で露出を
開始でき、うち 2個については有意な偏光測定が出来ている。このような観測は世界的にも稀であり、残光のシ
ンクロトロン放射を生む磁場の起源について貴重な情報を与えてくれる。
本講演では、観測で判明したHOWPolの性能について報告すると共に、GRB観測の現況についても紹介する。


